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弘
経
寺
だ
よ
り 

響
流
十
方 

今
年
も
彼
岸
花
の
季
節
に
当
山
本
堂

に
お
い
て
、
「
響
流
十
方
、
秋
の
彼
岸
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
演
奏

し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
木
村
満
壽
美
さ
ん

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
森
亮
子
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
、
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
）
で
す
。 

前
半
は
皆
で
発
声
を
し
た
り
「
赤
と
ん

ぼ
」
や
「
も
み
じ
」
を
歌
っ
た
あ
と
、
木

村
さ
ん
に
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
し
み

じ
み
と
し
た
日
本
歌
曲
を
歌
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
後
半
は
が
ら
り
と
雰
囲
気
変

え
て
イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
と
ク
ラ
ヴ
ィ
コ

ー
ド
の
演
奏
で
す
。
イ
タ
リ
ア
歌
曲
も
親

し
み
や
す
い
曲
ば
か
り
で
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
最
後
は
皆
で
合
唱
し
て
終
わ
り
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。 

真
っ
赤
な
彼
岸
花
と
爽
や
か
な
秋
風

と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
、
飯
沼
弘
経

寺
な
ら
で
は
の
素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
に

是
非
お
い
で
い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。 

と
き
平
成
二
三
年
九
月
二
五
日
（
日
） 

開
場
午
後
一
時 

開
演 
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後
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本
堂 

入
場
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二
〇
〇
〇
円
（
小
学
生
以
下
無
料
） 

問
合
せ 
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施
餓
鬼
会
厳
修 

八
月
十
八
日
、
水
海
道
部
内
の
御
寺
院

の
ご
助
法
を
い
た
だ
き
、
大
施
餓
鬼
を
お

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
、
増
上
寺 

内

田
義
之
上
人
に
よ
る
「
お
施
餓
鬼
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
お
施

餓
鬼
の
由
来
を
パ
ネ
ル
で
分
か
り
や
す

く
お
話
を
し
て
も
ら
い
、
ご
覧
い
た
だ
い

た
方
々
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。 

午
後
二
時
か
ら
は
大
施
餓
鬼
会
が
厳

修
さ
れ
、
新
盆
、
永
代
施
餓
鬼
、
各
家
先

祖
の
ご
回
向
を
い
た
し
ま
し
た
。 

お
施
餓
鬼
が
営
ま
れ
た
八
月
十
八
日

は
今
夏
の
暑
さ
の
ピ
ー
ク
で
、
ご
参
列
い

た
だ
い
た
一
〇
〇
名
を
超
え
る
お
檀
家

の
皆
様
に
は
、
お
坊
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

修
行
を
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
一
時
間
以
上
も
お
念

仏
・
お
焼
香
い
た
だ
い
た
尊
い
お
気
持
ち

と
行
い
は
必
ず
各
々
の
新
盆
や
ご
先
祖

の
精
霊
に
、
何
よ
り
の
ご
供
養
と
な
っ
て

届
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
有
り
難
く
尊

い
施
餓
鬼
会
で
し
た
。 

 

清
掃
当
番 

九
月
十
八
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
清

掃
作
業
を
行
い
ま
す
。
当
番
は
水
海
道
、

羽
生
、
大
輪
地
区
で
す
。
お
彼
岸
前
の
清

掃
作
業
で
す
の
で
、
境
内
、
堂
内
共
に
き

れ
い
に
し
て
、
気
持
良
く
参
拝
者
を
お
迎

え
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区
の

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
月
の
言
葉 

災
難
に
逢
う
時
節
に
は
、
災
難
に
逢
う
が

よ
く
候
。 

死
ぬ
時
節
に
は
、
死
ぬ
が
よ
く
候
。 

是
ハ
こ
れ
災
難
を
の
が
る
る
妙
法
に
て
候 

「
良
寛
」
（
中
公
文
庫
）
よ
り 

良
寛
（
一
七
五
八-

一
八
三
一
） 

越
後
（
新
潟
県
の
出
身
）
。
曹
洞
宗
の

僧
。
十
八
歳
で
出
家
。
の
ち
備
中
（
岡
山

県
）
の
大
忍
国
仙
人
に
つ
い
て
修
行
。
諸

国
行
脚
の
の
ち
故
郷
へ
帰
り
寺
泊
や
国

上
山
そ
の
他
に
転
住
し
漂
泊
の
人
生
を

楽
し
み
、
山
林
に
幽
居
し
て
自
然
と
語
り
、

禅
を
語
ら
ず
托
鉢
僧
の
生
活
を
送
り
、
詩

作
と
書
道
を
楽
し
み
文
人
と
交
わ
り
童

児
と
遊
ぶ
清
貧
の
生
活
で
あ
っ
た
。 

            

九
月
の
写
経
会 

九
月
二
四
日
（
土
） 

    

会
費
一
〇
〇
〇
円 

(

高
校
生
以
下
は
五
〇
〇
円)

 

携
行
品
小
筆
（
受
付
で
も
購
入
可
） 

※ 

写
経
会
の
会
費
は
、
東
日
本
大
震
災

義
捐
金
と
し
て
、
赤
十
字
に
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月
二
八
日 

倉
持
武
雄
殿 

八
五
歳 

八
月
二
〇
日 

落
合
正
美
殿 

八
〇
歳 

八
月
三
一
日 

増
渕
政
子
殿 

七
四
歳 

1:45 受  付 

2:00 法  話 

2:20 写  経 

2:50 お念仏 

3:10 懇  談 


